
双子生産のための移植方法の改善

(畜試 外 山分場 ・肉牛部)

1 背 景 とね らい

牛の双子生産をねらいとした受埼卯の2卵移植法には,片側子宮角ャ両側子宮角へ受精

卯の移植 を行 う方法がある。 前法は受胎率は高 いが子牛の生産率がほ く, 又 後方 は受胎率

は低いが生産率 は高い。 そ こで, 安 定 した受胎率 と生産率を確保す ることを目的 と し, 両

側子宮角移植のための二重鞘法 を考案 し移植の結果, 高 い受胎率を得 ることが可能 となっ

たのでその手法 を参考に供す る。

2 技 術の内容

これ までの移植方法は, 鞘 の子宮外 国部破孔のため移値器 とちつ壁の接触による細菌汚

染が避け られなか った。 そこで, 移 植器具の細宙汚染 を避けるために ビニール とシース管

か らな る二重輸 を子宮頚管内で破孔 し, 移 植 を試みた点 に特徴がある。 この方法は, 移 植

器の細面汚染の軽減 と先端部横穴の粘液栓窪が防止出来 る。

1 ) 子 宮頚管外 田部周囲の細画分布及び移植器の細菌汚染状況を調査 した結果, 汚 染率 が

高いことが明か とな り ( 表- 1 ) , 組 の外田部破孔法 ( 一般的手法 ) で は畑宙汚染 によ

るほ受胎が同われた。

2 ) そ こで, 器 具の汚染軽減 を図 るために子宮頚管外田部消毒 ( 東北農試  高 橋 ら) 法 を

取 り入れた結果, 細 宙欺の著 しい減少効果が見 られた。

3 ) 消 毒後二重相 を顕管内に誘導 し,  2 ～ 3 個 のす う壁 を通過 した時に ビニール絹 を破孔

して内芯 を除去, 続 いて移植器を目的の子宮角に誘導 し移植の結果, 受 胎率の改善 ( 表

- 2 ) が み られ た。

4 ) こ の時の受卵牛 1 0 頭 は経産牛であ り9 頭 が受胎 した。

3 指 導上の留意点

1 ) 本 手法 は, 移 植器の細菌汚染防止 と移値器先端の横穴の粘液栓塞防止 をね らいとしてい

るが, 二 重鞘 の操作は頚皆拡張 もかれ ることがで きる。

2 ) 本 法 は片側子宮角の移値にも利用可能である。

3 ) 移 植操 作には術者 と助手の 2 名 が必要である。

・  4 ) 術 者 は最初の移値後 に鞘 ( シー ス管 ) が 脱落 しないように頭管部 と外部の相 を保持す る。

5 ) 助 手 は移植器 を二重鞘にセ ッ トす る時に器具の細菌汚染に注意 する。

6 ) 本 器具のステン レス棒 ( 長さ X 直 径 5 5 0 m m  X  4 m m ) , シース管,  ビニール鞘は各 々市販

品であ り容易に作成が出来 る
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5 試 験成績

表… 1頚 管部とその周囲粘液の細西欺と種類

分   離   菌
牛 No 品 種 年 齢

好 気 生 薗 嫌 気 生 菌

1  短 角  7     -               ―
2   〃   18   Staphylococcus sp.(+十)        一
3   ″    7       -                   一

4     〃      8     Staphylococcus sp。(+)    Staphytococcus sP, (+キ)

5   〃    8   Strepじ ococcus sp。(十)        一
6   ″    5   Cram ne3atiVe R (+十 キ)       ―

Fiabobacterit!m sp。(十)

Staphytococcus sp,(+)

7   〃    6      -                  ―

8   〃   13      -                  一

9    〃    13       -                     ―

10  ″   14      -           Streptoct)ccus san3uis(■ )

11   〃    8 ・ 8ac'1lus sp.   (十 )        一

12   〃   14   Streptococcus st〕 。(+)         ~

(ヤ)コロニー数 10個 以下 (+Ⅲ)11～ 20 く 十■)21～ 40(キ ■Ⅲ)40以 上
‐陰性

表-2 移 植方法別受胎率の比較

区 分  移 植頭欺 受 胎頭欺  受 胎率くX)

_重 描    13      10    76。  9

常  法   7 1    3 0   4 2 . 3

( Pく 0,01)
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